
Ｑ ご自宅が建てられた時期は？ 

・昭和 25年より古い：219 人（約 38％） 

・昭和 56年以降  ：183 人（約 32％） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ ご自宅前の道は，住宅等を建替える
ことができる道ですか？ 

・建替えができる道 ：368 人（約 64％） 

・建替えができない道： 78人（約 14％） 

 

 

 

 
 

 

Ｑ 袋路や幅員の狭い道でも建替えができる
ようにする制度に興味はありますか？ 

・興味がある：252 人（約 44％） 

・興味がない：265 人（約 46％） 

 

Ｑ 災害に強いまちづくりに向けて，みんなで取り組みたいことは？ 

・空き家などの危険な建物を防災のための公園や広場にする：252人（約 44％） 

・地域全体で建物の耐震化を進める           ：186人（約 32％） 

Ｑ 六原学区防災まちづくり会議（自主防災会）
が行う取組に参加していただけますか？ 

・できれば参加したい：325 人（約 56％） 

・はい（参加したい）： 81人（約 14％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム：建物の耐震基準】 

 建築基準法は，昭和２５年に制定され，昭和５６年に耐震基準が強化されました。昭和５６年以前

とそれ以降の建物では，地震に対する強さが違います。 

ご自宅を地震に強くすることは，ご自身やご家族の身を守るだけでなく，まち
の防災性を高めるためにも大切です。耐震診断や改修のための市の助成制度が
あります。（制度の問合せ先については，このページ右下欄の➋） 

不安はない ,   

218人, (37.7%)
不安がある , 

338人, (58.5%)

無回答, 

22人, 

(3.8%)
昭和25年

より古い , 

219人, 

(37.9%)

昭和25年～昭和55年, 

103人, (17.8%)

昭和56年

～現在, 

183人, 

(31.7%)

わからない , 56人, 

(9.7%)

無回答 , 17人, 

(2.9%)

建て替えが

できる道 , 

368人, 

(63.7%)

建て替えが

できない道 ,   

78人,   

(13.5%)

わからない ,   

114人, (19.7%)

無回答 , 18人, (3.1%)

建替え等ができる道にすることで家や土地を資産として将来に引き継ぐことが
できます。今すぐ建替えの予定がなくても，今から考えていくことが大切です。 

（制度の問合せ先については，このページ下欄の➊） 

興味がある , 

252人, 

(43.6%)
興味がない , 

265人,   

(45.8%)

無回答 , 

61人, 

(10.6%)

・家族で防災について共通理解しておくこと。防災の備えをしておくこと。 

・町内の方々といつも声を掛け合い皆様のスキンシップを大切にしています。 

・隣近所とのお付き合いを密にし，何かあれば協力し助け合っていきたいと思います。 

・高齢者や１人住まいの家が多いので，見守り，声掛けを含めて備えの手助けが大切。 

・常に防災意識を持つようにする。地域の防災訓練等に積極的に参加する。 

・１人で取り組んでもだめです。防災は全員で取り組まなければなりません。    等 

 
 

地域全体で防災性を高める取組を進めていきますので，これらの取組に関心の

ある方は，お気軽に「六原学区防災まちづくり会議（自主防災会）」のメンバー

までお声かけください。 

今後も防災まちづくりに関する様々な取組を継続していきますので，みなさん
のご参加・ご協力をお願いします！ 

はい, 81人, 

(14.0%)

できれば参加したい,      

325人, (56.2%)

いいえ, 

98人, 

(17.0%)

無回答, 74人, 

(12.8%)

【コラム：建替えができる道って？】 

 袋路や幅員が 1.8m 未満の道は建替え

だけでなく，増築や大きな改修が困難な

ため，建物が老朽化する一因になります。 

 今後，建替えの予定がなくても，建替

えができる道になると，家や土地を資産

として将来に引き継ぐことができ，改修

等の際に銀行の融資が受けられるなどの

メリットもあります。また，建替えの際

に必要な道路後退を緩和することで，路

地のある町並みを残すこともできます。 

各制度の問合せ先 ➊ 京都市 都市計画局 まち再生・創造推進室（密集市街地・細街路対策担当）：℡２２２－３５０３ 

      ➋ 京（みやこ）安心すまいセンター：℡７４４－１６３１ 

 

 

今後の防災まち

づくりについて，

たくさんのご意

見・アイデア等を

頂きました！ 

興味がない人
のほうが多い

興味がある人は

252人（約44％）

「はい」と「できれば参加し
たい」を合わせて

406人（約70％）

Ｑ 地震が起こった時， 

  不安はありませんか？ 

・不安はない：218 人（約 38％） 

・不安がある：338 人（約 59％） 

 

不安があるは

338人
（約59％）

昭和56年より
古い時期に

建てられたもの
が，合わせて

322人
（約56％）

建替えがで

きない道, 

78人, 

（13.5%） 

建替えが
できない道は

78人
（約14％）



Ｑ 地域の集合場所を
知っていますか？

・知っている： 人（約 ％）
・知らない ： 人（約 ％）

 

「六原住まいの応援談」で報告しました！

六原学区防災まちづくり会議のメンバーが，これまでの活動

やアンケート調査結果，今後の予定などを報告しました。学区

の方々など約 名の方が参加され，防災まちづくりを進めて

いくうえでのご意見をいただきました。これからも，みなさん

のご意見を踏まえながら，取組を進めていきます。

「地域ローラー作戦！！」を開催しました！

弓矢町において，防災・耐震セミナーや建物点検，路地の状況などを再確認し

ながら災害に強いまちづくりのための具体的な対策を考える『地域ローラー作戦』

を開催しました。悪天候の中，弓矢町のみなさまや自主防災会町部長にご参加い

ただき，建築士会や東山消防署等との連携のもと実施しました（総勢約 名）。

今後も，他のご町内でもこのような取組を開催していきますので，取り組んで

みたい方は，お声かけください。

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

防災まちづくりに関する

アンケート調査結果がまとまりました！
六原学区では，災害につよいまちを目指して「防災まちづくり」に取り組んでい

ます。この取組をさらに進めるため，学区のみなさんの心配事やご意見をお伺いす

るアンケート調査を実施しました。調査期間は， ～ で， 人の方から回

答をいただきました。（回収率は ％）お忙しいなか，アンケートにご協力いた

だき，ありがとうございました。概要をご報告します※。

この調査結果を踏まえ，これからも学区のみなさんと一緒に「防災まちづくり」

を進めていきますので，ご協力をお願いします。

防災まちづくり版

■今年も「六原フェスタ 」で防災まちづくりイベントを開催します！
『六原学区防災まちづくり会議』では，今年も「六原フェスタ

日 」において，防災まちづくり活動の一環とし

て，子どもからお年寄りまで，みんなが楽しく防災まちづくりを

学べるイベントを開催します。みなさまお誘い合わせのうえ，や

すらぎ・ふれあい館にお越しください！

六原まちづくり委員会 『防災まちづくり版 』 平成 年 月 日発行

防災まちあるき

防災まちづくりマップを

見ながら，町内の危険箇所

などを確認しました。

建物点検（弓箭閣）

建築士会メンバーに，地

震時の危険なポイントなど

を解説してもらいました。

防災・耐震セミナー

防災まちづくりやすまい

の耐震化について，クイズ

形式で学びました。

２名の方がお住ま

いの耐震について

相談されました。

実物を見て

ためになった

普段住んでいる

町の危険ポイン

トが分かった。

地域の防災の

大事さがよく

わかった。

防災について

考える良い機

会となった。

災害が起こった時に安全に避難できるように，路地や周辺建物の適正管理，袋
路の２方向避難や袋路入口部分の安全を確保することが大切です。
路地沿いの老朽木造建物の除却やブロック塀の改善，袋路の安全確保のための
市の助成制度があります。（制度の問合せ先については，中ページ右下欄の➊）

知っている
人

知らない

人

無回答 人

それぞれ
％を超える

約 ％が
知っている

第１弾は

弓矢町内で

※アンケート調査結果の詳細をお知りになりたい方は，防災まちづくり会議メンバーにお声かけください。 
また，六原学区自治連合会のホームページにも掲載しています。 

Ｑ ご自宅から集合場所まで，
安全に逃げることができますか？

・特に危険はない ： 人（約 ％）
・道が狭い・段差がある ： 人（約 ％）
・袋路で，一方向にしか

逃げられない： 人（約 ％）


